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【公開日】平成25年8月8日(2013.8.8)
【年通号数】公開・登録公報2013-042
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【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｓ   5/022    (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月2日(2015.11.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光素子と、
　前記発光素子が一方の面に実装される導電性の基板と、
　前記基板の側面に配置され前記発光素子及び前記基板の厚さ方向に立設された立設部、
及び、前記立設部から前記基板の平面方向に延設し前記基板の一方の面を保持する基板接
合部、を有する基板保持部と、を含む発光素子搭載部を備え、
　一の前記発光素子搭載部の前記基板保持部の前記立設部における一方の端面と、他の前
記発光素子搭載部の前記基板保持部の前記立設部における他方の端面とが接するように互
いに隣接し合って積層され、
　一の前記発光素子搭載部の前記発光素子と、他の前記発光素子搭載部の前記基板の他方
の面とが導電性の第１接合材を介して接合されている発光装置。
【請求項２】
　前記基板保持部の前記基板接合部と前記基板の一方の面とは、第１接着材によって接着
されている請求項１記載の発光装置。
【請求項３】
　前記基板保持部の平面形状は、コの字型である請求項１又は２記載の発光装置。
【請求項４】
　前記基板保持部は、前記基板を挟んで、前記基板接合部が対向するように配置されてい
る請求項１又は２記載の発光装置。
【請求項５】
　一の前記発光素子搭載部の前記立設部の前記基板の厚さ方向の一方の端面と、一の前記
発光素子搭載部に隣接する他の前記発光素子搭載部の前記立設部の前記基板の厚さ方向の
他方の端面とは、絶縁膜を介して接している請求項１乃至４の何れか一項記載の発光装置
。
【請求項６】
　発光素子と、
　前記発光素子が一方の面に実装される導電性の基板と、
　前記基板を複数保持する基板保持部と、を含む発光素子搭載部を備え、
　前記基板保持部は、複数の貫通孔が並設された板状の部材であり、
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　複数の前記貫通孔はスリット状で、
　複数の前記貫通孔は平行に多段配置され、
　前記基板は、前記貫通孔に挿入されて前記貫通孔の内壁に接合され、
　一の前記発光素子と、他の前記基板の他方の面とが導電性の第１接合材を介して接合さ
れている発光装置。
【請求項７】
　前記基板は、前記発光素子搭載部に対応する領域から延在して突出する突出部を有する
請求項１乃至６の何れか一項記載の発光装置。
【請求項８】
　前記突出部の端面が、第３接合材を介して配線基板に接合されている請求項７記載の発
光装置。
【請求項９】
　発光素子と、
　前記発光素子が一方の面に実装される導電性の基板と、
　前記基板を複数保持する基板保持部と、を含む発光素子搭載部を備え、
　前記基板保持部の所定の面には複数の溝が並設され、
　複数の前記溝はスリット状で、
　複数の前記溝は平行に複数列配置され、
　前記基板の前記発光素子が実装されていない部分が前記溝に挿入されて前記溝の内壁に
接合され、
　一の前記発光素子と、他の前記基板の他方の面とが導電性の第１接合材を介して接合さ
れている発光装置。
【請求項１０】
　発光素子が実装されていない１枚の導電性の基板を有し、
　前記１枚の導電性の基板は、隣接して配置される前記基板に実装された前記発光素子と
、前記第１接合材を介して接合されている請求項９記載の発光装置。
【請求項１１】
　前記溝の内壁面には前記基板と導通する第１金属層が形成され、
　前記所定の面の一端側には、前記一端側に最も近い前記溝に形成された前記第１金属層
と導通する第２金属層が形成され、
　前記所定の面の他端側には、前記他端側に最も近い前記溝に形成された前記第１金属層
と導通する第３金属層が形成され、
　前記第２金属層と前記第３金属層との間に、前記第１金属層及び前記基板を介して、複
数の前記発光素子が直列に接続されている請求項９又は１０記載の発光装置。
【請求項１２】
　前記基板保持部の前記所定の面とは反対側の面が、第３接合材を介して配線基板に接合
され、
　前記第２金属層及び前記第３金属層は、各々金属線を介して前記配線基板と電気的に接
続されている請求項１１記載の発光装置。
【請求項１３】
　前記発光素子が、第２接合材を介して前記基板の一方の面に接合されている請求項１乃
至１２の何れか一項記載の発光装置。
【請求項１４】
　それぞれの前記発光素子の出射光の光路上にそれぞれレンズを配置した請求項１乃至１
３の何れか一項記載の発光装置。
【請求項１５】
　一方の最外部に積層された前記基板から他方の最外部に積層された前記発光素子に直列
に電流を流すことにより、それぞれの前記発光素子が同時に発光する請求項１乃至１４の
何れか一項記載の発光装置。
【請求項１６】
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　前記基板保持部は、シリコン、セラミック、又はガラスからなる請求項１乃至１５の何
れか一項記載の発光装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
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